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「万働者の組総fヒ りシ／／レ；

制工業における組合の研光一一一』

t s.肘II》an
iοf Iんnionismin the Kanρur Cott《》ll γ’e:rt1'l e 
f Industry, New Delhi, Shri Ram Centre for -
f Tnclustrial Relations, 1970, xii 十24九JJ.

｜、の守•.ii劫｜悶.~！.’，；·u出！＇＜MdJ1J:it'I 1: i I ( : Ii資本1
1ミザ亡［士山研究を推進する・Iア｛.う包人（人、 1ぃ ., J ,,1, r jlfl t 
にうt担fである・＇＇. ＇、えしう。労働 till刷、村にw労働形成.ir',』
十＇，＼.({{1:形態(IJ/i）［’先 Jl、災のj災l(J尚；j角平合「，；ti、 が，

{ J ドおよび壬の他のγジγ， fノリカ＇ ') 'fι. ( / 

I) I; J苦i事！の資本一i；義発達史研究上でもっ民事itl:oJ J'I! 1!1 OJ 

: l. h白l¥'.;J也におけるJJ;(iifiYJl/i￥れそ：.I:'・，， t'jえるかとい

j 二！こ；二あるリ a般的に川市iL 4 らにおける資本の告書

h'/ ＇：可 i!Jl}jにおける二虚のむ11；：、い川；：＇1111/(j賃労働者

,, ''I ;1 ¥: ,. ちえられている。 '. /), I_ • i ¥ Ifぺ資本i：主主の

ll｝；什，， l什な典？？！「t!Jなケーヘ； t, /ii',J¥'.:W ~·· の資本 L義発

湿のlg(t；こl土必rL {, J長、＇'iしなレ、ニtl上，り，i’lであ心けは
5 士な形態のti自民地内＇.J収僚は町本来現地に蓄積δAi イ）•、

さ資本が会LI刊に流／l＇，す包ことを芯： l来十る＂ Ill来の社会

情.QIを般i宍・）呼応miLつ〆〉収綜するH町民地協力It、資本しつ

ぶJ償な l に無J主層自己析ii＼する過程~生み／／＇， L，七般（iJH:

ll・l '~ L、lff~で深刻な問題を J\!:I＇，τif二， ’η それは農村

にお｝川農業労働脅，都rliにむけメユをJ¥：モ滞留させる。

; f 111 ；.ニおける経済恐慌点、出土．〆と円二 Jな事態を弱

虫けじ3せる。

その点を考慮に入れるなわは， tM＝宅地..＇存続民地での

）泉蓄，資本主義発達の問題を替える場fr，資本蓄積の｜却

を；重視しつつも司労働者，農業労働符，都市貧民のMt&

お主び存：（F形態における特殊性に十分阪をn，く必要があ
る（ c'~ i＇，に． イザドその他の地域でみじれあ民業労i動計
, , (({Ucど，1. そのtt格1;:111:t1i'1i1・'iv.a・f'.;J；刊行11¥J，聖母／.：H

・,:・ ic 資本L義化以前か、＇；；.1λl.,/ I’｝／トAど． .J持政

::iiic I日Jh'Llをも》n、ることに；1，び LC .;; '・ 、てよむ.・eあ九
日仁そ（／）特殊性は，資本 ii'i;r川Ii、ハr1,L化会関係が筏

存寸ふことによる面も大きく司労働運動・農民運動など

のあり方に影響を与える。資本主義以前の歴史的遺物を

深く背負った労働者は，それにもかかわらず生産技術而

か「，みれば近代的工場のなかで，次第に陶if，主れ，・，11・L、
i, ,, 1 ': $Jr L ＇・、ものの矛盾のなかで徐をに＇ .. ,:Jr,じなく，上
り析I.＼、人1/¥J関係に適応させられてL、しし かし，過去

山市みが強ければ強u、ほど，そのi品位はJグザグをたど

り，常に／rいものに足をひっぱられる。
fンドの労働運動史はこのようなドラ？であるが，こ

のドラマは独立闘争，また，社会主義運動とのからみあ

いのなかで多彩かっダイナミックである。だが，労働者

の状態かに，そのドラマを描くには，まだ余りに研究が

tlj,. c ， 、（（•， しかL，このlJti］江1i/;. (, 1 ;.. 1：、資本主義発

住リ！と＇ ?; ;( ：；：， 二との重要性を強調し、111(11o J Ii）！冗課題と

L J ノミのが、 ，Wfiのならiであろ。

II 

n1.のようた観点℃了 （〆｜、の労働問題研究をj住めよウ

とし℃も， 「j丘／む（J(JJ賃労働の形）j比などに関してほとん

ど資料がない。また， インドの場合， l血減によって資本
; il1花iJふ／）ふり ｝jが巣なり，特tニヴ；／動広！再のli¥J/出などに

J 代、ど骨弘治会存！Mこ引出すことは PさなL、。その意味

CJillJ,,¥i(J'.J/1/.J';jlj/i)I究の積蕊ねが特tこマu、れら《J .,js:,lfーは，そ
，•，，，』t,

？、，l;'<!J民hit, ーーιーヂリ－1/)> ' II ・2」ム労使til

f,'(d,/f’jt;1Vr (Shri Ram Centre for lndutitrial Rdatio口付）

1/) 11!1'究 0で｝； fr動ll\J脳 •V門家である。本書以外に，『公務il 

1/) ・1，トラ fキ－・へへfンドにおけるホワイト・ /Jラ－i且fr

のiiJF'J＼：－－叩（Cυ・，・er11111e11tr:mployee.♂ぷtrike:a Study 
i11 ¥V It itc－（’ollar lJ11io11iりnin India）』があり，ま／ニ，

ツjj）」川係にIY,Iするいくつかのg論文：士 rfシ！とT；働経済雑
,,.!; U11dia11 Journal of Labour f,,',01101111，‘、）』に発表し

こ＼・<, f：」、（1942年生まれ）研究l，・であ心。
j(,i［において著者は，北インドの i：業部1H力－－；，，プル

（特に綿工業）を研究対象として選んでU、るが，その理由

として次の 3l'.i.が挙げられている。 」つは，カーンプノレ

が；'])l:'il.：の・，Ii・ぃ大きな工業都市であり，また，そこの綿工

業l土！じ fL ドでl七躍が大きし、こと，二つには，カーンブo

I レ山’111'動制（tj)fif<)Jl/lt[,<\l：はほぼ 1べtH：品~にわたサてし・るニ

ト ーJ p；二：ti；一二ノルの労働運的J;l、月i内｛作導者i土

i、f ド・ L〆、11.・での労働運動発／J".iこ，r,,1応Is.f吃｝,'I］を巣／こ

I. ：二 L. L /J.も，カーンプ／レそのtのでの運動l士事Ht:
i.: t主であることである。著者が UI民と Lたのは，労働

行の総織｛じの仕方，組織する上で指導許が直面した困難，

個々の時期における労働組合運動を強化したり弱体化さ

せたりする要因である。著者はこの本告と書くために，カ
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ーンプルの労働組台運動関係者aと！> 'I 1~·· L…を震tr<

l‘るが二JLが本二，，：円 r>~i主を J1, (L1'<11に＇－ -~ '・ :, .t1!! ,ti J /c予

一yていく；：，0 

4；書の構成l土次のk・i LニA-,・n、ふり

第1小、 jヂ論

；活2主主‘組織化の始まり（191！！～19:M年）

第；t輩共産主義官の影響力の拡大（I山4～1945｛ド）

第4i/ ケ裂とfおわな統一一・ （I 川5～1955f!I 

第5if 派閥）：義 ζ分散向。組什i；；，：ミ（1!155～rn1,,N.)

i冶6:i;·，： ρj；働組介。〕r\,W~

第7,;-, ,,i；論

I
 

H
H
 

第l,} : ;1, ( I >'1;・j，動向i,',"c＇＞特徴／， ,,(,,: f ，，／！】＼

る。たとえlJ, ｛ニドを：かめAA諸｜刊の’'i＇；千IU.t,tlic'?l'i(J・

政iMl'Jj箪世)j- +iii民Jillk:l¥r'.／ドi'，の11(.1.LJI＂と11ff, 4' ＼リ［，＇（J暫場IJ
ーの！， ＇う ，／， •C,'): : I! ，＿－きょ二 L、その／ J人 j1P, ,'/j',ji•i•I; 

どf袋いrJ1Aiりをもサてきたこと＂ i I:, 11 I . i 1 ・1;・1,11条例

&l；，；などの粁済（1(1唆；J於lこしども， I-JI／｛，：七件ιtレう「段l

＇） も.ui!/'.Jc＇）介入 i= ii'<却し.t J Iずるこ： ,11 frがi\':iJ•:L

に政治的動機に重IJか主れ，政党による系列化， 1-,'i:iftが十

ちこまれやすし、ことなどである。しかし司響1符は， lii, 1 .. ~. 

nm－運手IJ山崎治化日、.＇， h'/p:・,( -'! ＞｝ ア・ I・; ：，，スU)j'.I' 
,¥・j'.軍習jιのJl,jm-f'l：とり虫川lてし、＜，11にその注生にf;lrh¥ 

できなし、。 fケリア， ツラ ι スの分；Jll;l ，卜川本支社川一•－ F

1斉闘争日） •J1!flうと政1(ifl;1J二 v、わf; ノレ，~L:!I;fしてL

｛川こ：｝.ti, ( ：..ド.＇）・；；キIiのj易（，， UH十、1え：1じノJと政l{ifにと

は必ずしもノCオレルではないという点にf,'i]閣があると内

パーられ／九 世－＞’～ ））現在，i)•'iji’ ilの状；li'(l. 苓者i,1: 

｜尚すると也←JJこ，政iUミクIJJ)ljに多数（＇ f組合うしlHJごし， 三！1

が団体交渉力会全体として決定的に＼J＼）め口、るのであ

泊。イ〆｜ベノ〉労働dif)J！）政治！とtJ ‘賃労働け山本の主J・,'1

！渇係を．力一スト 'IIJJ,Ji＋義， ＼ユナ，.，ス／、，家父上

！；義によって償札ナるH1iをももソ（1，、るのであとムQ

IV 

本書は． り－> / ll, ，！！’J；働組｛ti¥¥i!lthLた合：i); c'J I凡｜川／Jlf.lJ 

期に［i<:;/ I ーレ；；， , ’，； I/土それ j ! ~;:;' ：：；；；、；＋；・1 

1言問、；！会1YJ／全i怯-t'I, 失業の危険十＇L 1・均生il;'' ti）－｝（＇定

着＇fl. 11：会的l,iJ'H民間の欠如／仁どがkll;';-'!','i成i11u r , , 

／：υ しかし，筋 l次大戦による経済的問it!，外l対抗、すっこ

l、冷日句作f, 1ぐ政選前jの；店主り‘ !Jシ・r，杭命の影響たどが
•ii;/, , C 1918Wに：／！［if*.'fJ,X:UJ,,J；みがh 'cA iた。ヲ）f，約ri’i 
Jrによる組｛j＇結成の試みは失敗 L，結五，j外ltllのほ上りIJ-

角平.m1：された労働者，博愛i：裁に政治指持者 ーが必要
と－－~）， IIぺ。結J,k,¥ ,/1,た K!¥b(K出1p11r.¥laz《loor~-;, I ,ha 

!J-> fルソ；f納付I（；－）は19EJfi:tl)JIニストア f午ィヒi1' 
れ＇ .、主主 I.If，’•1＇；・1謝1J11SIHJ約締／J どを j佐川 I_/i¥i.J!J Lピレノ：， u 

：＼•，三 c1111'il事H I、）七J主主点I'.hゐ；yt号耳’jJ士｛l：め，二、恥11，、｝！

二？＇ii；と川1111で激烈な｝導偽とft＇＜、をM開ナ心， 19刈；I・か「》

l!l桁 ・r.1でであるの］（！／（ソソレジーIアジーがi導協を仇i., 

/: L lι＇） J f紋1il:.';if~fJJ に， ('; h!h'~ Iこil1;f,f,!J］置がryt,一二υイi
l,>J:,'f'-iJ '; L亡重i)jl ¥ i_ jうと jノム 喫（ム，制lj＼門会党）

引1耐j 斤1~Mr1~n q!fti,: L !: ；か｝J~ 1 .. CJ t放jgい1運動に券）Ji!I 

I ' '_ Jφ ぷ’（ j 1，、j主jjむ戸｝どのに，fl ' '. l.て行，＇： ＜，、こ

.'_ /, と＇： L、うれ

;l＼；；の時｝t/JLt, I '.14!'i :r Iいられどう：；rr.t℃Cあi）司戦闘い，

i数 Jdj 、 (i元 r1母抗／（， U!()f(fとで~·rf蚊 iけられイ， 0 1 ；..つ I／，と

でヴ）／•I,)]1f会議は4日～ Hiif-fこ，；＇.＜.l",'iiた。 JI、内党，j斗11'.；；，長iiふ

社会党！日j(/J｛ヂオロぞー｜二の対立は激化し，非Jt，主主義

行；！ ICVIろか人阿佐 ：h, 品.＼fMU（品目Ii Mill I¥lazrl川汗

l lni,n1 綿工；Jt’1';i•IUJおじめ全；：，＞；11主L・c, ！。L本的にf，，，英以政

仰と 1,;t，.附Lた。州政l(,fは，カ－＞ノ｝ル繊維労働，rt；，の唯

•J' （＼ だ片してU> F .. l¥・1Sの吠♂1をJ放！11J[ ／・白O その i~＞. 1'147 

司令ら jI 1, fン 1:l Jごルで， /¥ !TUC ( 1~ インド’弘樹J~IIfr 

会議）が分裂して，会議派系の lNTlJC( { ＞ド｜泊ll'.;ヅj

｛雌ILh会議）が給1＆されたが，その影響はカーンイ II.,で

もnu..九社会叱のー i出iI SMl¥1いから縦＇ lh': 1¥1ぐ

(Kanpur Mazdoor Co叫 ress）を結成した。さらに，会議

派内部の派閥抗争から S~！Ml＇は分裂を：重ね KKMl\fl'

(l心:ipurKaμra )dill Mazd川 rPane hay at←ーカ 〆 ／ノレ

織物 I)~’：；；·働；1~·.：－ド議会），KMMlT(Kanpur Mill Maz山。r

{Inion カーンプ。ルにJtl労｛動組台）， R’J'MLT (R出 htriy礼

Tc:d i le Mazdo• ,r・ l Inion- I HJ，ぞ織維のi匝ち料l{t）元；ii:.

よ： O 194“斗．にl;t Kl¥1Sがilff；ーの代1,JJJ.i'i （繊維〉であ

』／こ，.) /);, ！？市；；｛ドトこは噌 jf手1の結果7キH（，（こも六.'/::.o 

Lん r ,H’，，：； r,fiもlife’jj'，、Jlj!{lf'f',;I，＇；ニJJ,Ill] 1 <f1'1 t ぺfch, 

指ri1r ，乙丸ti，~； LてレノJが筒iji.（」袋ずjL〔Jム上・ん J1l;i:¥1j.l, JJにil, K M日（／＼ITl JC系）， KMC(HMS糸），

第1の時期は，労組の誕生（1918年）から19:-34年までで 討l¥1MU（会議1M,f:),KMMU (IN’rue系）， KKMMl’ 

ある。 Iリrn:r以前i土、ザ働者山立主的経tがl'Jtllifl'ln,.¥ .i, C2ミ .J'~iJ長系）， Ilol f (Indus! rial Employc問、 Uni刷会議派

めて悲惨なものでめったのにもかかわらす，文盲，無jjJ, 系〉の6i1t {, ，＇） 統 （'i／）：達成され，討IVL¥1お（Suti¥fill 
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l¥lazd川 Ihいlw 綿 Ut,；労働組f「）が午：thtこoS:vI:¥IS iJf: ／了したといろ三どになる。説者と Lては，政党・派閥

び、rn，阜川下に， lリ55年には「，｝｝l_f,fヒ反対J士k＇~な＇lf：ニK 系列化総；＇；－私 f成金拝見tこ許さざるを1!'1'ないヴ；｛動昔{jlijの置

とLて パ0111::1にIL:,,:,1）人c'J参iJ;!L !-)r,h'，たがJ＇＇｝：－，，十 かれ止条件にti一il Lt二い。若fiーが出ll{,ji1i持百一にt,Jして，

tうわなわれ J子。 労働Xが十fl;1: L, Cキll{,i,1i1f~りに無関心である耳liflJ をイン

\i•l (11:I日切i土、 J！日Sii<t、力、心白｛，主心、ふた!J,;,j c決三［ ヤ！二 Yトー icl蛙Iv、たとこん， Jうぐのような答があ JPたとν

'~ ', ＇（， 川 J]'.Jfi4年までであり， rt、それヒ℃でしめくく う （p,l'l三）。（iJ労働斤の文官．知子「；｛＼＇識の欠如，脳；111]

, C＇、＇／二 。 この！Uiナl哲］ ;t労働IJW(,j,f臣1Jn111~l,'Oに仁ラ対111｝／ヒ E，勿：守！ふ（ii) i、ノノジ）指導二おと -~1trt {, n ＂の［］＼ Jo，，む
とは裂のj山 1と’y；組内政治［じでlY微＇；；） ,,;/Lふυ：：，l¥11¥1メ ！日ur;,jjのうくむII,liii) 1:-'.,'Jfたレケリヱ－＇＞ :1：〆 iji1,,;,tのうくl.n:,

/,' c"，計IVHv!¥JがうJ到し 1三んに；lj(¥2には，）としLうとす (iv) 1!<)1L'ii!¥Jん・k'，、こと，（v）派閥j誌と紐行1/'d抗争，

fぶんしWe¥・持者Jt ¥[SS (¥lazclnor川、；1San['h ・'}jj,耐rJ/, (vi) f）~片 l ，＼，•冷l'z<J l’Jf)S/1{, (vii) ,,11＼「［て（：： ~t jζp {(J'l!I, （、iiiJ

ff1:1it~，〕ラ村山、入i何 i.tki二1、I.,¥(Text ii,, Lal,our '{(lj¥:,1,.t!IVi'/i）＇（宅（ix）指Wt/'i"が政治活動に没入L口、るこ

入、出比inti川1）に1つよ， RTMU ti人］ ，~；•，j裂し允。日河町 /・ (x) ,i,il（，に仁う弘＇，｛！［ h店長IJ<Jl欠如I,(xi) I升十；l,00:iヰ、のj

v' J-1• 手て卜（／）縫紋；土市,z,; ：； おに危機感！d包／J・ I仁三；1/J：、Sil iιl'. L Lーのおl｛，し＇）j吃；！』!f氏ド，（x【iJr:w湿MW〔の￥），廷干l]J+Jの
c'、ゾ！）〆，811

了l/) ＇）しIノ紋、！正す三ア可悦験LてL、；＇.，，う‘， ＇！；会｛必J行）） Jと：JLヰムJ！主 氏i(.J山fli):;J.ijr/JJ{:J.:o 三（））上うに指導者によって，分｛動古

川しとよj':'. J入； ；千政党ジ）的きv仁 /11¥!/,ILi主ノJli'(j iとえll;', け、～A, 1/i ( ・'.Z: J',f （のな ｛cfrとLて把仇：されてし、る G L点、

C' Iう1'Plそfi[lf_,¥ I＿＇：－九会ぷ fir乙 1!~で党‘ 人i¥'; i’12：’；，：：u,Jじ ！、手jt以外、に，労働行のJ;'HJ-とのあ＇；（；－のあ IJ)J, hー

惇7可＇／＇こ士，；士、 SM1¥1計点、いうよflI，そハモ，ItHL （，主力、＇；，，1:,_ ,, I、、 j出J&iみなどρ ；j'鋭的要素が経世（f;iどけでなく，

, -o JI：、1'i,:’党4l'.-lli叫に f,l¥lメ：，iii, r, .' 1c f：。 ）：議111,111 ;':l¥v，キfl(,H'i手よよーにとり干IJJ-けされ亡し、ど》可能titなどを1ft

:',iiでのfl，可人‘ 勺L·~ /i/ij,/Ji1氏［／~Jji'C'f'i t、 ~ , -l /J ,,I)判1_:;

'it：日Jヰ｛）た：＇ I /-,,, '"・ ./1 ：二 1 、力、 ：｝＇ .j 、よ｝；＼二＜llil'rltJJ ：.~.

f；ぃ L ソ •L.r/J ’！ J仏1iJ1ll i’；心パ；ll和111W，：い；C::,iむ｛こ.ill／＿，；二二子；：，、

11,,;JL;'.,o Li"'.., fll{,v.r:;}J1c＇＞：空jよけ、 ,~ 't; l, l -11 
（；.支,t、力！，＿・，］＇］：！ ，白， J;1,,1 ;.~ fi JII L F円。

＼ 

;'} J ,/)')Ji !(')~ ・i，とiニラ L、＇.-);i,J.,l:T引山1,-mJri;jL J' 

二C) C J見守， r'i'.Jf二 J乍うい、 j~ ＼,';: 1'J1jU) ）； 」 L ノヰウ；・f,fyJ}llfパ！

？、11、としてや： ・:'; if＇イ1；「＇； ~' : ＇・、／，二心：、 Jill＇，必、j、i'.＇久；t1;:i lj t ' 
v、うJ主，1士yF店【むI._,

，』「I/J ' ／~，＇れ i t, 戸し＇J:1l1il1を政d,i'"J'f.llii j ;,;:c ＼［川li1i<':il

u 11,on ism) 1 こ-1; '・ ごL、：，.， Kr-.1トi山川，Jに1:11点、＇＇、 みト］＇；＇；，＇

rt':,, ,{i；行手前； ごH,i1＼千・＂,: ! nl(iゾ，（i，＇；－で i》lLイヘ1＇：＇；に 4、，／，、

’ L ぺ＼｝：ぐ♂I:,/;)':.rll 行4’（（＇；：え！ : ..、 '{1'刊行｛しν，＇！＇，

・l,1,'Iこに；：； J, :1 j『 ペ吃｛UIIUl・Ji'i,', i：：、りおl：「J）うy裂て也前cノ「
；，・frふj! ,j ,_ ': -j ＇・、c ’刀j,liり手I＇.（，しドt’；，：：土ν’＇［VI(ぷに_j'；、 守

川打点q吃：町一：：f>U,r,I＿；；ゐtlでふr山 勺二、てみ：・，. jl！ιjソ；；正,, , 

政党；J,'t:('.~: ': ：：＿し・， t土’；）j,占IJ(jllf「：，j列；f;1,,',',¥'. 1_, :.:u,(tf1.1,,1 

，，.，，敗LL、－1;F シ 4 ぺで；t't'ri三［;fj'jr:• でふ；：，，－ Lカ.1‘；J ,';' 

,n /,1}11J: ;, ,tk,':(1r.1 i;r: .・ 1 ;r,;;W:JJA-'h: .1. -亡しイi)'i色町j['(_-,_ 

二｝てとit，此’，＇，，： L，、）ここU'.;i', :YIJJ'J Iジ，.ct:Jをι，，てL、

'.,'.c, 汗什t二L:/Lil‘J1l,,'O')fをdb力 二 ' Yしに才コし、て tに

勺催IJ;ll,',o,i!l織化のLb'i'Jilti，とはがJ:1:l:';;f仁子1,；に（；： . , .: 

nn lJU1：士fふ「》t;:L、ど｝，（！，j》J.u:,o
，；’； h’｝，＼＇－ し二 iJ, 1¥ fiーのll'i代fi<；分が説得i'rJであるかと

ソわい 1，寸心であるι 組織形態をlとLて時期ff｛タよじりメ

：ノケ Fーん土してνるか， イユド全{1｛の政治・経済史的

111rWJIへ分どのr%止，がIIJji’iでなν。カ－＞フ「ノLのお，／1fi/J*J1f「

い ！，（本（1'1に）Ii［，＇／：逆手i1':: rtくl'icJi生しとし、たとすれば， lilt
','( i也必u;,.rjf芝府とのXJJ,L：がもう少し IYJ 「y かiこさ JL~：，，，~さ

でI仏人うのそのll'iJ切［，＜＇.，）（土、たとえば 1947年の INTU仁

川 ，＼,'J）仁り iこ， H士Hrし＇，］＇山 {i'，にf長J》1二iιIll':会議Jriに上ど） ·'j~' 
' 

十的1ti伴4乙：） 今I防；｛ヒとH、：fiil]f!jfヒびF ＇／，仁J;J,¥;::r)Jをメ；！，，ク －＜一／" 
t/) ‘〆） !, L てtきえ〉：〉必•，£泊

,11心！：し.， ；：；：ど｝託 ！， 0）安寿うは、基本（J'Jには労働組｛；－：：l

iもc'li(H1か，，さ了いらとL、えよう。

;,;:¥{ 

.11 ；＇；：，、ことで点！イ：） 0 i准カ、に，カーニブノLでは，力一てト，

！ナ 1／←ノムの砂l(4とがきわめ一ζ顕辛iであるこ土はltil'iii

~, 」1: '・ -::1 (p, !KLチャマーノL，ロディ，コリーなどめ

似 IJ--c＂ト’？；働行は， iごとして手作業に従，Ji:L，紡織昔I¥

:"J-cl I一例（1',Jであり、 yラーブマ二，ケークノレなどの前iカ

ーストit' ・j; j’方・ WPf!,tlゴーif，：食店関係に従事すら三と

がらL どし、われる。 LかL，労f!li!r1,・の欠勤率とか恥；lfi,l.1L 

℃！げjなと不lifjj能であふ。特に労働朽の／Iiかせぎ（｛J'il協

がどの／，：強かっf：か，また，労HiJrfi・iよ／！＼身武村とどωよ

らh.rrHi'iを？｝ぺてL、fこかtこっL、ての・，；Wi士， l王土んどた：
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い。労働自のHiかせぎ的竹格をみることい，賃金の性格

をどうだえ心品、に連がり， ＇）；｛,J;)j運動を考える弘行にゆる

がせにできない問題のように思われる。賃金を－-Mlzi'lJ rこ

労働者およびその家族の拘幽生産量に必要な生活手段の総和：i
と考え，＇.， fト（＇i t，農村のJt！けJij;(111互助関紙（I）心ル誌に家右手止

を残しぐ，＼.JこU＇，かせぎ労働打 ，Jjv.：金i土，ボ人（／）lij刊のPf
生産を中心にして考えムれうるよとになる。また，院h

に採用しうる失業人Uが待機しているとけlfi'，労働行

の生活の科生産の条件さえあやしくかつてu、く。 1リ；ll'Iユ

に発表ミれに l{oyalCo111111i,.,ion on Lal川日r•Jl報告書

には， J ；斗労働者の王子均 1:,;,11;·:fcJ~端に卦：iv 、二とが i記録さ

れている。また，郁ltiで食えなくなれば，！時村に出1}<~ ,(: 

いうピへービヤーが確立されてし、れば，組合運動はどう

しても引く／ょて＇ 0 さらに， l山川二の！I上昇恐悦ι（ilTt灸する
世界！￥JIト，，＂；＿Y恐慌が，イ－ i ，／）伐村にどv'I、リ t，影響を：
!j.えたかど 1‘、りだけでない Jl', ／，.せぎ労働行v,irーがj様式

に与えた影響を汚I慈しなくてはならなレ。 4.::,1iの「I怖か
「》して，過大な要求であるかもしれなし、が，今｛長（／） （ン

ド労働7生出iJ＇とl'.経済史と士t,¥,'I，：せ，ょ 1:1/ { ）ミック
な歴史保守；，Iiくl二で，欠く二と山でさtιU

いえ上う。弁j1次枇界大早trn：‘与＇f恐J ，主＇l2 I大mw大戦
などが，そωためのH寺身j区分として考え「，JcKう。

第4に＇ j政府の労働政策にfi'.JしてEJ:¥7～：i前年O)U. l'. 

州会議派政↑｛;eel＞性格は注11：／乙ζい。 193以iーに；＇：II分的な

州自治がJ沼山「jれたが，37ff'.7 )jのll.P.チ［｜会ぷ；11（政権の

/1足立は，会議派が選挙綱領で労働者に士、Iして，ノ：U/i水準び）

1,,1上，労働時聞の短縮，M結権とスト権（／）11¥ri:/>lなど在う／＇：

ってい三三，.1，に，労働組（，＇ fこ出発な反応を11fJ.i;: L !:.,, 

37年以i'1ii/lイ下リスの州、1t，こjc・・c・の商法支配しり11.'jは，政

府の敵対（t'i/2::Y）しか期待で会ふれったが， ・JIIL〆ζ.＇Yでの

会議派政権のドでは正当な取扱U、を’支けることを期待し

て，労働組｛tはストラ fキをひん発させよ：o しかし，会議
派政権は紅’i「行と敵対関訴に；jL、るとと主政；J，辺iこ共

産主義行士 i•lH11i した。 K\1:-; jijλ庁部の，l：が，:11," ｛／／；必Lて

いた会議派社会党t，政府がま引jきやすいIうな状況を.) 
くるために「賞イ壬のあるJ態度をとった（p.53）。しかしテ

共産主党汗σ）叶ン・シン・ユスフ（SantSingh Yusuf）じ

の逮捕に土JI句 KMSは昔、i主として抗議ψ！子下ントをがと

定し， H・尺ペャーストリー（H N. Shasl ri）心会議派

社会党もそれに同調せざるを得なかった。州政府はや仁

を得ず調停に介入し，経営者但！Jに KMSを承認させたリ

会議派州政府はイギリスlfどで法ないが， -i,tンド［ドjに労働

組合にttL＇.ピ、ずしも Ii［ぷ（：＂） －，：，あったとftb寸なU、。
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カ ンプルの七要な経営がイギリス系であった点をか人

刀んかせて考える E，会議派主i：命党を1？む会議派ゴヱ体が
九｝終宥干11の姿勢をもっていたといq てよいであ乃う。汚

II年カ－＞ソロノレを訪問したジャワハルヲノレ・ネルーはi欠の

! :, に語ってv,,:, I i：場主と労働自のけ立は当然である

が，；もう：の達成なしには両者間の，;)l;J整はできなレ。労働

おは独立のために準備をL，組合を強化すべきである。

労働者は自分のカを確信すると，何でもできるtPc目、い始
めがhなれのであるj (p. 57）。この青葉は経営すfか鳴

%ιつけたといjわる（p.58）。農J（運動に対する態Ii!

ぞ4＇に，労働運動にけする態度をみど2ごとに上って，日｛）

年代後半の会議派政権の性格を脅える必要がある。これ

については，外｜により必ずしも一義的関係、を規定できな

l：炉、われるが、 心』ン7"Jレのf:i,Jr士WI，仁、iこf直しよう｝

十Nーとはi維jiふれ足後に， 19り（川代後半以降の （ι 

I における，’＇J~ （！助j\_li，［，のにつヤて /I（＇｛~，， 1きものを ZLt 

ょう O (i（）年代半ばの燦業危機を媒介とする経済危機は後

半にいたって，会議派政権の地位の動揺という政治的危

！誕生ノI＂み出し fーが，それは69｛下山会，；MJ1＜の分裂でーl凶危

降ろ深化させ止。こ山背景としては、 ！：として経済危機

に触発された決民運動，労働運動の新たな高揚がみらtl, 
るn それは， t't'に間ペンガノレチl・Iを中心にみられるが，他

(J）地域に拡大しないという保証はない。農業を除いて，

!:J 々の立らま1 りが1)•/vばしくないJJ/,{IのインドにJ; ヤ

＼げ｛動攻勢が弱まる気百己lまない。確主主に， 7liFの総選

手でのff勝， 1°1)パ戦争での勝利など，ガンデ f一政織の

は盤はかつてないほと‘強｜古｜にみえるが，底流としての経

流；ょy}として上〈たい卜Jこ， 1968年以降，特に問題とたっ

,¥ ／二国際通伐f与隙tt，長近のうい佐］（）カ盟関の調整（.十

んd・わらず，松本（！＇）ノ解決の道l主的る〈たい。 iヨ戸、1／ドJrfィ方

不阪トこ同日M!'t'-:1しわょせが，インドに徐々におしょせる場

九，y；働運動；J:新たな対応をせまられることであろう。

（動：［，，竹村泌治水 ・!) 
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